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決 算 報 告 書



（単位：千円）

備　考

収入

運営費交付金 420,000 420,000 -

授業料等収入 2,536,639 2,452,814 △ 83,825 （注１）

受託研究等収入 20,000 2,499 △ 17,501 （注２）

補助金 1,000 2,080 1,080 （注３）

その他収入 86,625 72,927 △ 13,698 （注４）

目的積立金取崩額 - 24,657 24,657 （注５）

3,064,264 2,974,977 △ 89,287

支出

教育経費 661,070 581,954 △ 79,116 （注６）

研究経費 102,705 78,964 △ 23,741 （注７）

教育研究支援経費 122,209 125,360 3,151 （注８）

人件費 1,985,720 1,986,839 1,119 （注９）

一般管理費 172,560 162,876 △ 9,684 （注10）

受託研究等経費 20,000 2,499 △ 17,501 （注２）

3,064,264 2,938,492 △ 125,772

収入 支出 - 36,485 36,485

○予算と決算の差異の主なものについて

（注１） 在学生の減少、一部日程の受験者数減少により減額となりました。

（注２） 受託研究の獲得額が見込みを下回ったことにより減額となりました。

（注３） 高崎市ふるさと納税新型コロナウイルス感染症に関する大学等支援金により増額となりました。

（注４） コロナ禍学生支援事業費執行額が見込を下回ったことにより、コロナ禍学生緊急支援特別基金繰入額が

減額となりました。

（注５） ３月補正に基づき目的積立金を取り崩し、情報基盤設備に係る経費の一部に充用しました。

（注６） TOEICスコアアップ講座の中止、海外留学の縮減、コロナ禍学生支援事業が当初予算の

２/３程度の執行だったこと（残額は令和４事業年度で予算化し、執行予定）、国の修学支援制度による

授業料減免が当初予算を下回ったこと等の理由により減額となりました。

（注７） 研究奨励費が当初予算を下回ったためや、外部資金獲得のための支出を抑えたため減額となりました。

（注８） 従量制オンラインデータベースサービスの使用増、学内無線アクセスポイント等の増設等により

増額となりました。

（注９） 退職者が予定を上回った等の理由により増額となりました。

　 （注10）ホームカミングデイやIR導入検討等に係る他大学への出張が中止となったことから減額となりました。
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